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学校関係者評価

達成状況 評価 改善策 達成状況　（矢印は比較） 評価 改善策 自己評価の適切さ

・相手を思いやった言動がみ
られるという回答が９０％以
上で，学校が楽しいという回
答が８５％以上である。（児
童・保護者・教職員アンケー
ト）

思いやり
     児童　 ：　９４％
　　保護者：　８８％
　　教職員：　９７％

楽しい
　　児童　 ：　８９％
　　保護者：　９２％
　　教職員：　１００％

　
A

　

A

・友達に優しくされていると感じられるような，「きら
りカード」の取組をもっと活発に行い，児童同士が
大事にされていることを認識できるようにする。

思いやり
     児童　 ：　９１％
　　保護者：　９０％
　　教職員：　９７％

楽しい
　　児童　 ：　９０％
　　保護者：　９１％
　　教職員：　１００％

　
A

A

児童の中で，思いやりの心は育っている。帰りの会での良いこ
と見つけや，「きらりカード」などの取組を，今後も引き続き行っ
ていく。

「思いやりの心」については，学校生活を通して子どもに育っており，日
常生活やピアサポート場面で基準が達成されていると見受けられること
から，一定の成果があったとして自己評価は妥当である。今後も，「キラ
リカード」や「良いこと見つけ」といった取組を通して，子ども達の自己肯
定感を育成し，心の安定を図ってもらいたい。「学校が楽しい」といった
点に対して教職員の評価が高いことは良い点であるが，全ての児童が
「楽しい」と回答していないことについて教職員全体で検証を行ってほし
い。例えば，児童が学校に登校する際に抱える不安等を保護者が感じ
ていることもあるので，保護者と連携しながら意識した対応をしてほし
い。「学校が楽しい」と回答していない児童・保護者の「サイン」や「気づ
き」に十分に配慮して100％を目指してほしい。学校のトラブルについて
は，教職員と保護者が一丸となって考え，時には子ども達自身で解決
する力を身につけるように促すことを通して，子どもたちがより人の気持
ちを理解できるようになると期待する。

・友達が自分に優しくしてくれ
るという回答が83％以上であ
る。（保護者アンケート）

・学校はいじめの対策等，人
権に配慮した対応をしている
という回答が83％以上であ
る。（児童・保護者アンケート）

優しい
　　保護者：　９３％

人権
　　児童　 ：　７５％
　　保護者：　６８％

　
A

C

・教職員の多くは，児童の行動をよく観察して対応
している。しかし，それが保護者や地域の方に伝
わっていない。そこで，道徳やＳＥＬの授業を通し
て，相手の気持ちの理解をする学習は継続して行
う。また，保護者や地域の方に通信やホームペー
ジで児童の様子を伝えたり，学校の取組に協力を
仰いだりする。

優しい
　　保護者：　９４％

人権
　　児童　 ：　７６％
　　保護者：　６５％

　
A

C アンケートでは，「分からない」という意見が多かった。市の品
格目標にからめた取組を行い，保護者や地域へ方へさらに発
信していく必要がある。

自己評価は妥当である。しかし，「人権に配慮した対応」について，児童
と保護者の回答が低いことに対しては，「何が人権に配慮した対応なの
か」といったことが伝わっていない可能性もあるので，「人権に配慮した
対応とは何か」を教職員全体で共通認識を図ってほしい。特に，保護者
は児童を通した情報に依存している場合があり，学校での活動・対応が
正しく掴み切れていない部分もあるので，教職員と保護者が家庭訪問
等を通して連絡をとりあってほしい。また，保護者によっては，学校から
具体的な対応を受けていない場合，回答できない場合があったので，
アンケート項目の改善を図ってほしい。

・挨拶や返事がよくできる，履
き物をそろえる，黙って考えて
掃除ができるという回答がそ
れぞれ８０％以上である。（児
童・保護者・教職員アンケー
ト）

挨拶
　　児童 　：　８４％
　　保護者：　７２％
　　教職員：　９１％

履き物
　　児童　 ：　８８％
　　保護者：　５１％
　　教職員：　９０％

掃除
　　児童　 ：　８８％
　　保護者：　６１％
　　教職員：　８７％

　
B

B

B

・挨拶に関しては，週目標の設定や挨拶運動の取
組を継続している。学校の中では，ある程度挨拶
ができるようになっているものの，地域等ではなか
なか挨拶ができない現状が見える。そのため，挨
拶の大切さや気持ち良さが分かるような指導を行
い，繰り返し練習することが必要であると考える。
・履き物の達成状況は昨年より上昇しているが，さ
らに徹底できるよう履き物そろえの取組をする際
に，家庭での履き物そろえを特に気をつけるよう
声かけする。
・掃除についても，履き物と同様に，児童と教職員
は８０％以上であるが，保護者の評価が低い。家
庭生活の役割分担で，児童が家庭の掃除をする
機会が減っていることや，保護者が児童の学校生
活での掃除の様子を見ていないことが要因として
考えられる。今後，児童が進んで家庭内で掃除を
するなど，家庭生活に結びつく取組を考えていき
たい。

挨拶
　　児童 　：　８４％
　　保護者：　７１％
　　教職員：　８２％

履き物
　　児童　 ：　８９％
　　保護者：　４９％
　　教職員：　８７％

掃除
　　児童　 ：　８９％
　　保護者：　６３％
　　教職員：　８７％

　
B

B

B

挨拶運動の取組を継続して行う。総社東中学校ブロックで連携
して，中学生の挨拶ボランティア活動を小学校で実施した。こ
のように小学校だけでなく，地域でも挨拶ができるよう声かけ
や働きかけをしていく。このことは人権意識の向上にもつな
がっていくので，繰り返し指導を行っていく。

今年度，履き物そろえの取組を始めた。今後も引き続き取組，
徹底できるようにする。

学校で掃除を頑張っていても，家庭での実態が分かりづらいた
め，市の品格目標に合わせて，週末に家での手伝いを発達段
階に応じて実践する取組を行うようにする。

「すきだ山手小学校」については，挨拶，返事，履物，掃除等，生活習
慣や人間関係に関する重要な事項が盛り込まれており，児童・教職員
の回答からは概ね基準が達成されていることから，自己評価は妥当で
ある。一方で，「履き物」や「掃除」の保護者の回答が低いことは，実態
として行われていないのか，学校での取組が保護者に浸透していない
のかを把握することが大切である。児童が「できている」と認識していて
も，保護者から見ると物足りない場合は，達成に向けて学校と保護者が
連携する取組をさらに進めてほしい。児童や保護者にとって学校が特
別な場ではなく，「学校でも家でも」同様の行動ができるという意識が大
切である。

　「心プロジェクト」では，評価の客観的指標としては行動面を基準とし
て評価されがちだが，「心」という情緒や認知について，「なぜその行動
するのか」という根本を児童に伝えようとする学校の姿勢を継続して
行ってもらいたい。何のために「履き物」をそろえるのか，「挨拶をするの
か」について子どもが理解することにより，保護者も気づくことができる
のではないか。心の教育は，学校教育と家庭教育での習慣が大きく影
響することを考慮すると，保護者の協力を得ながら，家庭や地域でのつ
ながりを意識し，児童の様子を情報共有することも大切である。

・「『岡山型学習指導のスタン
ダード』や『算数の授業づくり
はじめの一歩』を基にユニ
バーサルデザインの視点を
取り入れた授業改善に取り組
んだ」「『めあて』『ふりかえり』
を意識した授業を行った」とい
う回答がそれぞれ９０％以上
である。（教職員アンケート）

スタンダード
　　教職員：　９３％

めあて
　　教職員：　９６％

　
A

　

A

・ＩＣＴ機器を授業の中で効果的に活用する。
・学習の流れを示す。
・シンプルで構造的な板書を心掛ける。
・授業のめあてを達成するために必要なＷＳを有
効に活用していく。
・算数では，半具体物を操作しながら考える。
・指示は短く簡潔にする。曖昧な表現ではなく，具
体的な表現に置き換える。（視覚的な提示も含め
て）
・作業など時間の区切りが分かるようにする。

スタンダード
　　教職員：　１００％

めあて
　　教職員：　１００％

　
A

　

A

校内研修で全体の共通理解を大切にしたことで，目標以上の
数値を達成することができた。この取組を今後も引き続き行っ
ていくとともに，苦手意識をもっている児童には，個別に対応し
ていく。

全職員で全児童を支援する取組がなされているので，自己評価は妥当
である。今後も個々の児童それぞれにニーズがあるということを意識し
て，児童理解に基づいた授業計画・実践・改善を行っていてほしい。
児童の基礎学力の向上は教師の指導への努力によるものである。これ
からも校内研修等を通して，「良い実践」を共有してほしい。
「岡山型学習スタンダード」が定着していることは本校の取組の成果で
あるため，今後も継続してほしい。一方で，「スタンダード」の内容だけに
留まるのではなく，発達段階や児童の状況に合わせた授業の工夫も，
今まで以上に積極的に行う時期にきている。
「学びプロジェクト」は，年々取組が良い方向へ向いている。今後は，
「評価⇒どう変わっていくか」を大切にしてもらいたい。また，児童に対し
て，途中であきらめたりせずに「当たり前」にする姿勢を引き続き養って
ほしい。

・「自分の考えをもち，話した
り書いたりすることができるよ
うになっている」という回答が
８０％以上である。（児童・教
職員アンケート）

　　児童　 ：　８８％
　　教職員：　８９％

A
・ミニ作文など書く活動を計画的に学習に取り入
れ，指導・評価を行う。児童が自分の伸びを実感
できるよう，ファイルに綴じる。
・自分の考えを発表させる時，できるだけそのよう
に考えた理由を言わせるようにする。教師が説明
するのではなく，児童に説明させる。

　　児童　 ：　８６％
　　教職員：　１００％

A
協同学習を意図的・計画的に取り入れていくことで，目標の数
値を達成することができた。この取組を今後も引き続き行って
いく。

自己評価は妥当である。自分の考えを発表させる時に，考えた理由に
ついて述べることは，児童自身の「つまづき」を知る機会にもなり，有効
な教育方法である。加えて，学年の発達に合わせた指導を今後も心掛
けてほしい。発達段階によっては，自分の意見を発表することが難しい
場合や自己の考えや認識を表現できない場合もある。ミニ作文等の取
組を蓄積することで，児童自身が自らの成長を実感できるように心がけ
てほしい。

・家庭学習に（1，2年20分以
上　　3，4年40分以上　5，6
年60分以上）取り組んでい
る。（児童・教職員アンケート）

　　児童　 ：　７９％
    教職員：　９０％

A
・単元の途中で，より細かな振り返りを行い，確か
な定着を図る。
・宿題の出し方を児童の実態に合わせて工夫す
る。

　　児童　 ：　８０％
　　教職員：　９１％

A
学年全体で宿題についての共通理解を進めたことと，自主学
習の具体的な例を示したことが目標の達成につながったと考
える。この取組を今後も引き続き行っていく。

自己評価は妥当である。家庭学習や宿題については，児童の「学び」へ
の意欲を高める取組を継続して行ってほしい。特に，自主的に学ぼうと
する意欲を持てるような宿題を学校全体で考えてほしい。児童が学習
習慣を身につけることが，今後の児童の学力にもつながる。例えば，児
童の考えを整理したり，表現をする上では日記の宿題が効果的ではな
いだろうか。教職員全体で児童の意欲を引き出す取組を検討してほし
い。

・国語科・算数科の単元テス
トにおいて，正答率が８０％以
上である。（教職員アンケー
ト）

・学んだことがよく分かる。
（児童アンケート）

　　教職員：　９０％

　　児童　 ：　８８％

A
・単元の途中で，より細かな振り返りを行い，確か
な定着を図る。
・宿題の出し方を工夫する。

　　教職員：　９５％

　　児童　 ：　９０％

A
学習の中での振り返りを細かに行うことは，一定の成果があっ
たと考える。この取組を今後も引き続き行っていく。

自己評価は妥当である。国語や算数の単元テストの結果等，基礎学力
の向上が図られていることは教職員の努力による。引き続き取組を行
い，算数の全国学力テストを平均点以上にしてほしい。学習の「振り返
り」を行うことで，児童自身にとっても何を学んでいるのかが明確になっ
ているため，素晴らしい取組である。

・「最後まであきらめずに問題
を解決する力を育てるための
工夫として，学習課題の設定
や評価の仕方の工夫を行っ
た」という回答が９０％以上で
ある。（教職員アンケート）
また，「難しい問題でもあきら
めずに考えた」という回答が８
０％以上である。（児童アン
ケート）

工夫
　　教職員：　９２％

あきらめない
　　児童 　：　９４％

A

A

・学習の中で出てきた自分の考えを残す指導を全
校で行う。
・自分の考えを基本的には消しゴムで消さないよ
うにし，努力した過程を認める。

工夫
　　教職員：　９６％

あきらめない
　　児童：　８８％

A

A

学習の中，児童の努力の過程を認めていくことが目標の達成
につながったと考える。児童の意識をより高めていくために，こ
の取組をさらに進めていく。

自己評価は妥当である。学習の中で自分の考えを残す指導は，児童の
自己肯定感を高めると同時に，児童が自らの考えを整理・表現する力
につながる。児童自身が何をどこまで考えることができたのか，またどこ
でつまづいてしまったのかを認識することが次の問題を解くことにつな
がる。時代とともに子ども達の能力に格差が生まれる中で，わかりやす
い授業を工夫していることは必ず効果を挙げるものだと思う。ペア学習
等を通して，子ども同士が助け合うことで，自分の課題に向き合うことが
できるため，引き続き活動を続けてほしい。
「頑張って最後まで解こう」という気持ちを継続して児童が持てるように，
今後も過程を認める活動を続け，問題を解けた時の嬉しさや喜びを共
感し，勉強する楽しさを醸成してほしい。「わかる」，「わかった」は児童
の達成感と満足感につながる。

・「体育の学習時間にたくさん
運動している」という回答が９
０％以上である。（児童・教職
員アンケート）

　　児童　 ：　８４％
　　教職員：　１００％

A
・学習最後の振り返り時間をしっかりとって，体を
動かして活動したことを自覚できるようにする。 　　児童　 ：　９２％

　　教職員：　１００％
A

振り返り時間を確保したことで，運動したことの自覚につながっ
た。今後も引き続き振り返りの時間を確保していくようにする。

児童が運動を取り組むことができているので自己評価は妥当である。
取組に興味を持つかどうかは「楽しさ」に左右される面もあるため，児童
全員が運動が楽しいと実感できるよう現在の取組を続けてもらいたい。
運動量の2極化は，児童の今後の身体の成長にも関わってくるため，運
動への積極的な意識づけを行ってほしい。+J12:J15J18J12:J14J12:J16

・「業間休みに外で活動して
いる」という回答が８０％以上
である。（児童・教職員アン
ケート）

　　児童　 ：　７５％
　　教職員：　９６％

A
・６，７月は暑さのため，外遊びを奨励しにくかった
が，２学期は過ごしやすくなるので，担任を中心に
声を掛けるようにする。
・６，７月は水泳学習の関係で業間休みは着替え
等になることが多かったが，２学期は外に出る時
間的な余裕も出てくるので，外遊びを奨励する。

　　児童　 ：　８６％
　　教職員：　９７％

A
外で遊ぶよう声掛けをしたり，意識的に教員が児童と一緒に外
で過ごすように心掛けたりしたことで目標以上の数値を達成す
ることができた。寒くなっても，この取組を今後も引き続き行っ
ていく。

自己評価は妥当である。全体的に外で遊ぶ子どもは少なく，体の動か
し方も知らない場合もあるため，体育の授業を通して教員から技術的な
指導も行ってほしい。また，業間休みの活動については，児童の中には
教室で次の授業の準備をしたい場合もあるため，子どものニーズに合
わせてもよいのではないか。来年度からの目標項目に入れるのかどう
かは教職員全体で検討してほしい。

・「メディアコントロール週間で
は，家族と決めた自分のめあ
てを守ろうとしている」という
回答が８０％以上である。（児
童アンケート）

・早寝・早起きができるように
声を掛けたり、環境を整えた
りしている。（保護者アンケー
ト）

　　児童：　８４％
　

　　保護者：　８９％

　　児童：　70％

B

・現在の取組を続ける。
　　児童：　８５％

　　保護者：　８７％

　

　　児童：　７8％

B

下校後の生活について良い習慣をつけようと意識している家
庭が８割以上である。今後も保健委員会児童によるミニ指導
や，担任からの声掛けを引き続き行っていく。メディアコント
ロール週間に入る前日には記録用紙を配付し，家族でめあて
について話し合うことができるようにしていく。
ミニ指導の中に睡眠時間や，睡眠の質について取り入れ，児
童自身が自分の生活を振り返れるようにしていく。

基本的な生活習慣の定着には家庭との連携が不可欠である。保健だ
よりの呼びかけ等の様々な取組を行っていることから自己評価は妥当
である。メディアコントロールや「早寝早起き」については，家庭間でも差
が大きいことから保護者の手本が必要である。学校は保護者に対して
最新の情報を伝えることを意識してほしい。特に早寝・早起き・朝ごはん
は家庭での取組であり，各家庭がどのように改善できるのかを考えるこ
とが必要となる。メディアコントロール週間は有効活用されているが，毎
回内容が同じではなく，新しい項目を入れるか，めあてを自分で決める
のではなく，選択にするなどの工夫をすることで家庭を巻き込んだ取組
になるのではないだろうか。教職員全体で検討してほしい。

・「メディアコントロール週間で
は，メディア利用や睡眠時間
について話題にしたり，声を
掛けたりしている」という回答
が８０％以上である。（保護
者・教職員アンケート）

　　保護者：　８４％
　　教職員：　９１％

A
・引き続き現在の取組を続ける。
・職員アンケートの項目１５に「担任のみ回答」と明
記する。

　　保護者：　８１％
　　教職員：　１００％

A
メディアコントロールの啓発のため，各家庭での取組を保健だ
よりで取り上げる。
担任はメディア利用や睡眠時間について，常に学級懇談等で
話題にあげ，児童にも折に触れ呼びかけていく。

自己評価は妥当である。メディアコントロールについては，児童・保護者
が話題にしたり，声かけをしているとの結果が出ているが，これは学校
の指導によるものであることからこれからも自信をもって取り組んでほし
い。大人も取り組むことで，子どもより意識できる。また，SNSによる児
童被害については，様々な場面で話題に取り上げてもらい，SNSの危
険性について児童が認識するように学校と保護者が一丸となって行っ
てもらいたい。

・「学級懇談や学級指導で生
活習慣について話題にしてい
る。」という回答が，１００％で
ある。（教職員アンケートの中
で担任に限ったとき）

　　教職員：　９２％ C
・１学期に実施しなかった担任は，２学期の学級懇
談で必ず話題にする。また，実施した担任にも繰
り返しの指導により，児童のよりよい生活習慣の
向上が維持が図られることを共通の認識としても
つ場を設ける。

　　教職員：　１００％ A
今後も学級懇談等で取り上げていくよう，職員同士で声を掛け
ていく。

自己評価は妥当である。学級懇談で取り上げる等，保護者の意識を高
める取組を継続して行うとともに，参加できない保護者への対応につい
ても考えてほしい。家庭問題と関わっているだけに，根気強く取り組む
必要がある。家庭教育については，学級懇談以外に講演や話し合いの
場を設けて，保護者へ啓発する場を設けることも大切である。

・「ホームページや学校便り，
学年便り等の各種通信によ
り，学校から発信した情報が
役に立った」という回答が，
８０％以上である。（保護者ア
ンケート）

・先生は、連絡帳、電話連
絡、学年便り、ホームページ
等の各種通信により、保護者
との連絡を密に取ったり、役
立つ情報を発信したりでき
た。（教職員アンケート）

　　保護者：　９２％

　　教職員：　９６％

A
・教務とホームページ担当が声を掛け合い，行事
予定や下校時刻を遅れずに発信していく。
・ホームページは不特定多数が閲覧できるため，
情報等の取り扱いはより慎重に行っていく。

　　保護者：　９０％

　　教職員：　９６％

A
・行事予定表の配付やホームページへの掲載が予定期日より
も遅れてしまったことがあった。多くの目でチェックして声を掛
け合っていく必要がある。

各種通信やホームページでの提示は安定的に行っていることから自己
評価は妥当である。今後は，積極的でない保護者や地域の人を巻き込
む取組を考えてほしい。情報は鮮度が大切なので，更新頻度やタイミン
グに気を配りながら，一方で教職員の負担になりすぎないように心がけ
てほしい。また，ホームページでの情報公開は便利なようで取り扱いが
難しいので，リスク管理をしっかりと意識してほしい。場合によっては閲
覧にパスワードを付して，写真や動画が見られるようにすることで，閲
覧側の保護者の利用頻度や認識を高めることができるのではないか。
学校では様々な取組がなされていることが，場合によっては保護者に
伝わりきれていないので，積極的にアピールを行ってもいいのではない
か。

・「学習効果や地域交流を意
識して，学校支援ボランティア
の有効な活用に努めた」とい
う回答が８０％以上。(教員ア
ンケート)

・地域ボランティアの方が，学
校へ来て学習を支援してくだ
さっていることは、児童のため
に役立っていると思う。（学習
面、人との接し方等）（保護者
アンケート）

・ボランティアの方と一緒に学
習するのが楽しい。（児童ア
ンケート）

　　教職員：　９７％

　　保護者：　９５％

　　児童：　８８％

A

・引き続き，年間の活動案をもとに職員に積極的
に声を掛けていく。変わっても見通しをもって取り
組めるように，具体的な準備・進め方・分担など具
体的な記録（メモ・データ等）を残してもらうように
する。

　　教職員：　９６％

　　保護者：　９４％

　　児童：　８８％

A

・各担任，担当が見通しをもちながら計画を立てていた。それ
ぞれの経験を引き継げるような記録を残しておくことが大切で
ある。
・ボランティアの方に感謝の気持ちが伝えられるよう，学級での
指導をはかるとともに，来校予定を放送するなどして児童の意
識を高めていく。

自己評価・改善方法ともに妥当である。ボランティアによる学校支援に
より子ども達は多くのことが学べていることから，ボランティアと児童の
交流については引き続き行ってほしい。地域ボランティアが安定的に増
えるように，学校は計画的にカリキュラム・マネジメントの視点をもって
人材を活用してもらいたい。そのためには，地域ボランティアと子どもが
相互に良い関係を築けるような取組を企画してほしい。

学校における教育課題を的確に捉え前向きに取り組んでいる姿勢は評
価に値し，家庭や地域からは教職員への信頼が増している。一方で，
教職員が頑張りすぎていることもあるので，教職員の負担にならないよ
うに学校の無理のない範囲で効率化してもいいのではないだろうか。
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⑦各種通信やホームページ等を通
して学校行事の様子や子育てに役
立つ情報を発信し，本校の教育活
動を多くの人に知らせる。

⑧学校・家庭・地域で連携して児
童の健やかな成長を目指すため
に，ボランティアによる学習支援の
機会を増やし，交流を深める。

自己評価（中間） 自己評価（最終）
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）

③岡山型学習指導のスタンダード
や算数の授業づくりはじめの一歩
を基に授業改善を図り，基礎的な
力を身につけ，考えたことを様々な
方法で表現できる児童の育成を目
指して分かる授業を実践する。

④どの子にも分かりやすい授業づ
くりを意識するとともに，個別に支
援を要する児童について，共通理
解の場を設け，全職員で全児童を
支援できるようにする。

三
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）

⑤休み時間や教科体育を通してた
くさん運動しようと意識できるような
取組や児童がめあてをもって運動
に取り組むことができる指導を行
う。

⑥基本的生活習慣（早寝・早起き・
朝ごはん）の定着をめざし，家庭と
連携をしながらメディアの適切な利
用の意識を向上させる取組を行
う。

一
　
心
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

（
心
豊
か
な
児
童
の
育
成

）

①「だれもが行きたくなる学校づく
り」の実践や「特別な教科　道徳」
の授業を通して，思いやりの心や
自己有用感を育成し，安心して学
校生活を送れるようにする。

②すきだ山手小学校運動を通し
て，礼儀正しい児童を育成する。

学校経営
目標

具体的計画 元年度の達成基準


